
 
小
値
賀
町
議
会
第
三
回
臨
時
会
は
、
平
成
二
十
二
年
八
月
四
日
午
後
一
時
三
十
分
、
小
値
賀
町
役
場
議
場
に
招
集
さ
れ
た
。 

  

一
、
出 
席 

議 

員 
 
 
 
 

十 

名 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一

番 
 
 
 
 

宮

﨑

良

保 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二

番 
 
 
 
 

加

山

雅

徳 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三

番 
 
 
 
 

土

川

重

佳 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

四

番 
 
 
 
 

小

辻

隆

治

郎 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

五

番 
 
 
 
 

浦

 

英

明 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

六

番 
 
 
 
 

岩

坪

義

光 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

七

 

番 
 
 
 
 

伊

藤

忠

之 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

八

番 
 
 
 
 

立

石

隆

教 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

九

番 
 
 
 
 

松

永

勇

治 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

十

番 
 
 
 
 

横

山

弘

藏 

   

二
、
欠 

席 

議 

員 
 
 
 
 
 
 
 
 

な 

し 

  



 

三
、
地
方
自
治
法
第
百
二
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
、
説
明
の
た
め
、
こ
の
会
議
に
出
席
し
た
者
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

町

長 
 
 
 
 

山

田

憲

道 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

副

町

長 
 
 
 
 

中

村

敏

章 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

会

計

管

理

者 
 
 
 
 

谷

 

良

一 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

総

務

課

長 
 
 
 
 

西

村

久

之 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

財

政

課

長 
 
 
 
 

中

川

一

也 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

住

民

課

長 
 
 
 
 

吉

元

勝

信 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

産

業

振

興

課

長 
 
 
 
 

熊

脇

一

也 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

産
業
振
興
課
専
門
幹 

 
 
 
 

蛭

子

晴

市 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

建

設

課

長 
 
 
 
 

升

 

水

 

裕

 

司 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

診

療

所

事

務

長 
 
 
 
 

尾

野

英

昭 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

教

育

次

長 
 
 
 
 

尾

﨑

孝

三 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

四
、
本
会
議
の
事
務
局
職
員
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

議

会

事

務

局

長 
 
 
 
 

大

田

一

夫 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

議

会

事

務

局

書

記 
 
 
 
 

岩

坪

百

合 

  



  
五
、
議 

事 

日 

程 

  

小
値
賀
町
議
会
第
三
回
臨
時
会 

 

平
成
二
十
二
年
八
月
四
日
（
水
曜
日
） 

 

午
後
一
時
三
十
分 
 

開 

会 

  

第 

一 
 

会
議
録
署
名
議
員
指
名
（ 

浦 

英
明
議
員 

・ 

岩
坪
義
光
議
員 

） 

第 

二 
 

会

期

決

定 

第 

三 
 

議
案
第
四
九
号 
工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て
（
地
産
地
消
古
民
家
レ
ス
ト
ラ
ン
施
設
整
備
工
事
） 

第 

四 
 

議
案
第
五
〇
号 

平
成
二
十
二
年
度
小
値
賀
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
） 
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午
後
一
時
三
十
分
開
会 

議
長
（
横
山
弘
藏
） 

こ
ん
に
ち
は
。 

た
だ
い
ま
の
出
席
議
員
は
、
十
名
で
す
。 

 

定
足
数
に
達
し
て
い
ま
す
の
で
、
た
だ
い
ま
か
ら
平
成
二
十
二
年
小
値
賀
町
議
会
第
三
回
臨
時
会
を
開
会
し
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
、
本
日
の
会
議
を
開
き
ま
す
。 

 

本
日
の
議
事
日
程
は
お
手
元
に
配
布
し
た
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。 

 

日
程
第
一
、
会
議
録
署
名
議
員
の
指
名
を
行
い
ま
す
。 

 

本
日
の
会
議
録
署
名
議
員
は
、
会
議
規
則
第
百
十
八
条
の
規
定
に
よ
っ
て
、
五
番
・
浦 

英
明
議
員
、
六
番
・
岩
坪
義
光
議
員
を
指
名
し
ま
す
。 

 

日
程
第
二
、
会
期
決
定
の
件
を
議
題
と
し
ま
す
。 

 

お
は
か
り
し
ま
す
。 

 

本
臨
時
会
の
会
期
は
、
本
日
一
日
間
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

ご
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

（
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 

議
長
（
横
山
弘
藏
） 

異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。 

 

し
た
が
っ
て
、
会
期
は
本
日
一
日
間
に
決
定
し
ま
し
た
。 

 

日
程
第
三
、
議
案
第
四
九
号
、
工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て
を
議
題
と
し
ま
す
。 

 

地
方
自
治
法
第
百
十
七
条
の
規
定
に
よ
っ
て
除
斥
に
該
当
し
ま
す
の
で
、
小
辻
議
員
の
退
場
を
求
め
ま
す
。 

（
小
辻
隆
治
郎
議
員
退
場
） 

議
長
（
横
山
弘
藏
） 

本
件
に
つ
い
て
提
案
理
由
の
説
明
を
求
め
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

産
業
振
興
課
長 

産
業
振
興
課
長
（
熊
脇
一
也
） 

議
案
第
四
九
号
、
工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。 
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地
産
地
消
古
民
家
レ
ス
ト
ラ
ン
施
設
整
備
工
事
の
現
契
約
額
は
、
五
千
四
百
九
十
一
万
五
千
円
で
、
株
式
会
社
細
川
建
設
と
契
約
し
て
お
り
ま

す
が
、
今
回
、
厨
房
の
一
部
整
備
と
内
装
及
び
外
構
工
事
を
追
加
し
、
変
更
後
の
契
約
額
を
五
千
七
百
六
十
八
万
七
千
円
と
す
る
も
の
で
、
地
方

自
治
法
第
九
十
六
条
、
第
一
項
、
第
五
号
、
並
び
に
小
値
賀
町
の
議
会
に
付
す
べ
き
契
約
及
び
財
産
の
取
得
又
は
処
分
に
関
す
る
条
例
第
二
条
の

規
定
に
よ
り
、
本
案
を
提
案
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

よ
ろ
し
く
ご
審
議
の
上
、
ご
承
認
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

議
長
（
横
山
弘
藏
） 

こ
れ
で
提
案
理
由
の
説
明
を
終
わ
り
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
質
疑
を
行
い
ま
す
。 

 

質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

松

永

議

員 

九
番
（
松
永
勇
治
） 

質
問
を
い
た
し
ま
す
。 

 

地
産
地
消
古
民
家
レ
ス
ト
ラ
ン
施
設
整
備
工
事
に
関
わ
る
工
事
請
負
費
、
予
算
計
上
額
で
す
ね
、
二
十
一
年
度
の
で
す
ね
。
予
算
計
上
額
は
、

五
千
七
百
三
十
七
万
二
千
円
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
回
契
約
を
二
百
七
十
七
万
二
千
円
増
額
し
て
、
五
千
七
百
六
十
八
万
七
千
円
の
変
更
契
約
で
ご

ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
予
算
措
置
は
ど
う
い
う
ふ
う
に
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
か
。
こ
れ
は
、
前
の
、
今
現
在
組
ん
で
お
る
工
事
請
負
は
五
千
七
百

三
十
七
万
二
千
円
で
す
よ
ね
、
二
十
一
年
度
の
。
そ
れ
に
対
し
て
、
二
百
七
十
七
万
二
千
円
増
額
す
る
と
、
三
十
一
万
五
千
円
ほ
ど
足
ら
な
い
よ

う
に
な
る
わ
け
で
す
け
ど
も
、
そ
の
予
算
措
置
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。 

議
長
（
横
山
弘
藏
） 

産
業
振
興
課
長 

産
業
振
興
課
長
（
熊
脇
一
也
） 

お
答
え
い
た
し
ま
す
。 

 

議
員
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
り
ま
す
よ
う
に
、
工
事
費
五
千
七
百
三
十
七
万
二
千
円
の
う
ち
、
契
約
額
が
五
千
四
百
九
十
一
万
五
千
円
で
あ
り
ま
し

て
、
二
百
四
十
五
万
七
千
円
の
執
行
残
が
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

そ
れ
と
、
企
画
費
・
設
計
管
理
費
の
執
行
残
、
三
十
四
万
六
千
五
百
円
も
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
三
十
四
万
六
千
五
百
円
の
う
ち
、
三
十
一
万

五
千
円
を
流
用
い
た
し
ま
し
て
、
追
加
額
と
し
て
お
り
ま
す
。 

議
長
（
横
山
弘
藏
） 

ほ
か
に
質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

加

山

議

員 

二
番
（
加
山
雅
徳
） 

今
の
課
長
の
説
明
の
中
で
、
内
装
関
係
と
厨
房
と
も
う
一
つ
何
か
言
わ
れ
た
で
す
け
ど
も
、
も
う
少
し
詳
し
く
説
明
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 
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議
長
（
横
山
弘
藏
） 

産
業
振
興
課
長 

産
業
振
興
課
長
（
熊
脇
一
也
） 

お
答
え
い
た
し
ま
す
。 

 
ま
ず
、
厨
房
の
一
部
整
備
で
ご
ざ
い
ま
す
け
ど
も
、
引
き
戸
棚
を
三
箇
所
と
壁
付
の
オ
ー
プ
ン
棚
、
こ
れ
を
五
箇
所
。
そ
れ
か
ら
、
作
業
台
を

五
台
等
々
で
約
百
三
十
五
万
円
を
組
ん
で
お
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
内
装
に
つ
き
ま
し
て
は
、
調
光
設
備
一
式
と
い
う
こ
と
で
、
調
光
と
い
う
の
は
遮
光
カ
ー
テ
ン
等
の
取
り
付
け
一
式
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

そ
れ
か
ら
、
外
構
の
工
事
関
係
で
は
、
ア
プ
ロ
ー
チ
の
整
備
、
古
民
家
レ
ス
ト
ラ
ン
ま
で
の
行
く
道
の
外
灯
と
か
道
の
整
備
、
そ
れ
か
ら
あ
そ

こ
に
池
が
ご
ざ
い
ま
す
け
ど
も
、
そ
の
周
辺
と
か
の
整
備
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

そ
れ
か
ら
、
雑
考
と
し
ま
し
て
各
部
屋
の
来
客
用
の
収
納
の
取
り
付
け
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。 

議
長
（
横
山
弘
藏
） 

ほ
か
に
質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

加

山

議

員 

二
番
（
加
山
雅
徳
） 

一
点
だ
け
確
認
で
す
が
、
こ
の
後
に
補
正
で
組
ん
で
ま
す
二
百
五
十
万
で
す
か
、
こ
れ
に
で
す
ね
、
要
す
る
に
こ
の
事
業

は
補
助
が
付
く
わ
け
で
す
ね
、
今
の
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
で
す
ね
。
そ
こ
ら
辺
の
、
後
で
補
正
の
と
き
に
質
問
し
ま
す
が
、
今
の
設
備
の
内
容

を
聞
き
ま
す
と
、
遮
光
カ
ー
テ
ン
と
か
作
業
棚
、
オ
ー
プ
ン
棚
、
こ
う
い
う
と
は
補
助
対
象
に
な
る
わ
け
で
す
か
。 

議
長
（
横
山
弘
藏
） 

産
業
振
興
課
長 

産
業
振
興
課
長
（
熊
脇
一
也
） 

今
、
た
だ
い
ま
加
山
議
員
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
ら
れ
た
分
に
つ
い
て
は
、
対
象
と
な
り
ま
す
。 

議
長
（
横
山
弘
藏
） 

ほ
か
に
質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

（「
質
疑
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 

議
長
（
横
山
弘
藏
） 

質
疑
な
し
と
認
め
ま
す
。 

 

こ
れ
で
質
疑
を
終
わ
り
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
討
論
を
行
い
ま
す
。 

 

討
論
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

（「
討
論
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 

議
長
（
横
山
弘
藏
） 

討
論
な
し
と
認
め
ま
す
。 

 

こ
れ
で
討
論
を
終
わ
り
ま
す
。 
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こ
れ
か
ら
、
議
案
第
四
九
号
、
工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て
を
採
決
し
ま
す
。 

 
お
は
か
り
し
ま
す
。 

 
本
件
は
、
原
案
の
と
お
り
決
定
す
る
こ
と
に
ご
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

（「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 

議
長
（
横
山
弘
藏
） 

異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。 

 

し
た
が
っ
て
、
議
案
第
四
九
号
、
工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て
は
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 

し
ば
ら
く
休
憩
し
ま
す
。 

― 

休 

憩 
 
 

午 

後 
 

一 

時 

三
十
八
分 

― 

― 

再 

開 
 
 

午 

後 
 

一 

時 

三
十
九
分 

― 

議
長
（
横
山
弘
藏
） 

再
開
し
ま
す
。 

 

日
程
第
四
、
議
案
第
五
〇
号
、
平
成
二
十
二
年
度
小
値
賀
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）
を
議
題
と
し
ま
す
。 

 

本
件
に
つ
い
て
提
案
理
由
の
説
明
を
求
め
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

財

政

課

長 

財
政
課
長
（
中
川
一
也
） 

議
案
第
五
〇
号
、
平
成
二
十
二
年
度
小
値
賀
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）
に
つ
い
て
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。 

 

今
回
の
補
正
は
、
九
月
に
指
定
管
理
者
制
度
の
元
、
小
値
賀
ま
ち
づ
く
り
公
社
が
営
業
開
始
す
る
古
民
家
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ふ
じ
ま
つ
」
の
備
品

購
入
の
た
め
の
費
用
が
必
要
な
た
め
、
振
興
基
金
を
取
崩
し
て
、
そ
の
費
用
と
す
る
た
め
の
補
正
予
算
計
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

第
一
条
は
、
規
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
二
百
五
十
万
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
二
十
四
億
三
千
四
百
万
円
と

す
る
も
の
で
す
。
そ
れ
で
は
歳
入
歳
出
事
項
別
明
細
書
に
よ
り
、
概
要
を
説
明
い
た
し
ま
す
。 

歳
入
で
は
、
十
七
款
・
繰
入
金
、
一
項
・
基
金
繰
入
金
、
二
目
、
一
節
・
振
興
基
金
繰
入
金
の
二
百
五
十
万
円
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
補
正
後
の

一
項
・
基
金
繰
入
金
を
四
千
四
十
五
万
一
千
円
と
し
て
お
り
ま
す
。 

歳
出
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。 

六
款
、
一
項
・
商
工
費
、
三
目
・
観
光
費
は
、
十
八
節
・
備
品
購
入
費
、
地
産
地
消
古
民
家
レ
ス
ト
ラ
ン
備
品
購
入
費
二
百
五
十
万
円
の
計
上

で
、
補
正
後
の
商
工
費
の
総
額
を
一
億
三
千
四
百
八
十
一
万
五
千
円
と
し
て
お
り
ま
す
。 
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以
上
、
補
正
予
算
の
概
要
を
ご
説
明
い
た
し
ま
し
た
。 

よ
ろ
し
く
ご
審
議
の
上
、
ご
承
認
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

議
長
（
横
山
弘
藏
） 

こ
れ
で
提
案
理
由
の
説
明
を
終
わ
り
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
質
疑
を
行
い
ま
す
。 

 

質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

松

永

議

員 

九
番
（
松
永
勇
治
） 

レ
ス
ト
ラ
ン
の
建
設
経
営
に
つ
い
て
で
す
ね
、
住
民
の
多
く
の
方
々
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
意
見
を
聞
い
た
り
、
「
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
い
ろ
い
ろ
な
話
が
あ
る
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
聞
か
れ
ま
す
が
、
こ
れ
を
皆
さ
ん
の
意
見
を
簡
単
に
申

し
上
げ
ま
す
と
で
す
ね
、「
持
続
し
て
経
営
で
き
る
の
か
。」
、「
採
算
が
と
れ
る
だ
け
の
観
光
客
が
来
る
の
か
。」
、「
全
体
事
業
の
財
源
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
。」
、
「
も
し
経
営
が
困
難
と
な
り
指
定
中
止
に
な
っ
た
場
合
、
起
債
の
返
還
が
生
じ
た
と
き
、
住
民
の
尊
い
税
金
を
返
還
す
る
こ

と
に
な
る
と
、
執
行
部
・
議
員
の
責
任
が
問
わ
れ
る
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
、
た
ま
た
ま
電
話
で
聞
か

れ
た
り
、
道
で
聞
か
れ
た
り
し
ま
す
。 

 

そ
こ
で
お
尋
ね
し
ま
す
け
ど
、
こ
の
備
品
購
入
費
二
百
五
十
万
円
で
す
ね
、『
指
定
管
理
者
の
指
定
手
続
等
に
関
す
る
条
例
』、
選
定
方
法
等
の

規
定
第
四
条
、
第
四
号
に
で
す
ね
、
「
公
の
施
設
の
管
理
を
安
定
し
て
行
う
人
員
、
資
産
そ
の
他
の
経
営
の
規
模
及
び
能
力
を
有
し
て
お
り
、
又

は
確
保
で
き
る
見
込
み
が
あ
る
こ
と
。」
と
規
定
し
て
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
場
合
で
す
ね
、
管
理
を
行
わ
せ
る
施
設
は
経
営
に
必
要
な
備
品
な

ど
を
整
え
て
指
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
か
、
そ
の
範
囲
で
す
ね
、
町
の
考
え
、
そ
う
い
う
の
を
お
尋
ね
し
ま
す
。 

 

そ
れ
と
で
す
ね
、
私
達
が
二
〇
〇
九
年
の
三
月
十
日
に
議
会
提
出
資
料
と
し
て
も
ら
っ
て
お
る
で
す
ね
、
こ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
計
画
の
あ
れ
が
あ

る
わ
け
で
す
よ
ね
、
事
業
費
の
財
源
内
訳
と
そ
れ
か
ら
事
業
費
の
内
訳
と
、
両
方
も
ら
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
段
々
内
容
は
変
わ
っ
て
お
り

ま
す
け
れ
ど
も
、
何
故
、
当
初
に
で
す
ね
、
備
品
が
予
想
さ
れ
る
の
に
、
こ
の
計
画
の
中
に
入
れ
て
私
達
に
資
料
を
も
ら
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
で

す
か
ら
、
私
が
考
え
る
に
は
で
す
ね
、
こ
の
旅
費
、
委
託
料
、
工
事
請
負
費
が
三
つ
が
上
が
っ
て
お
る
わ
け
で
す
ね
、
こ
の
七
千
三
百
四
十
七
万

九
千
円
の
全
体
事
業
費
に
対
し
て
、
そ
の
と
き
の
で
す
ね
。
そ
れ
で
計
画
さ
れ
て
い
る
の
に
、
た
ま
た
ま
指
定
後
も
済
ん
で
い
る
こ
の
レ
ス
ト
ラ

ン
事
業
を
で
す
ね
、
な
ぜ
今
更
、
備
品
を
こ
う
し
て
出
さ
れ
る
の
か
、
そ
の
点
に
つ
い
て
初
め
の
す
り
合
わ
せ
が
ど
う
な
っ
て
い
た
の
か
で
す
ね
、

備
品
が
ど
こ
ど
こ
ま
で
や
っ
て
ど
う
す
る
ん
だ
と
、
そ
の
す
り
合
わ
せ
が
完
全
に
出
来
と
れ
ば
初
め
か
ら
こ
の
事
業
計
画
の
中
に
備
品
が
上
が
っ

て
き
と
る
は
ず
で
す
。
こ
の
上
が
っ
て
き
て
い
な
い
の
に
、
今
更
こ
う
し
て
上
が
っ
て
く
る
と
い
う
の
は
で
す
ね
、
ち
ょ
っ
と
私
達
は
合
点
が
い
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か
な
い
わ
け
で
す
け
ど
、
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
、
お
尋
ね
し
ま
す
。
ま
ず
。 

議
長
（
横
山
弘
藏
） 

産
業
振
興
課
長 

産
業
振
興
課
長
（
熊
脇
一
也
） 

お
答
え
い
た
し
ま
す
。 

松
永
議
員
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
と
お
り
、
当
初
の
計
画
の
段
階
で
は
、
確
か
に
備
品
の
項
目
等
は
触
れ
ら
れ
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

の
中
の
す
り
合
わ
せ
と
い
た
し
ま
し
て
、
古
民
家
レ
ス
ト
ラ
ン
と
い
う
建
物
自
体
の
捉
え
方
と
い
た
し
ま
し
て
、
厨
房
関
係
の
食
器
と
か
鍋
、
そ

う
い
っ
た
運
営
面
に
関
す
る
も
の
は
も
ち
ろ
ん
ま
ち
づ
く
り
公
社
の
方
で
用
意
を
し
て
も
ら
う
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
。 

そ
し
て
、
施
設
の
捉
え
方
と
い
た
し
ま
し
て
、「
何
も
な
い
施
設
を
指
定
管
理
さ
せ
て
い
く
の
も
。」
と
い
う
思
い
も
あ
り
ま
し
て
、
必
需
品
と

い
う
よ
う
な
形
で
、
椅
子
と
か
テ
ー
ブ
ル
と
か
と
い
う
の
を
古
民
家
レ
ス
ト
ラ
ン
と
し
て
の
必
需
品
と
し
て
考
え
て
お
り
ま
し
て
、
今
度
の
補
正

と
な
り
ま
し
た
。
以
上
で
す
。 

議
長
（
横
山
弘
藏
） 

ほ
か
に
質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

松

永

議

員 

九
番
（
松
永
勇
治
） 

そ
う
い
う
こ
と
は
で
す
ね
、
そ
の
す
り
合
わ
せ
を
初
め
十
分
に
や
っ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
あ

と
で
、
こ
れ
は
実
は
こ
の
施
設
に
は
必
要
な
も
の
だ
と
、
こ
れ
は
十
分
、
机
と
か
そ
の
よ
う
な
も
の
は
備
え
て
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

こ
と
、
こ
う
い
う
こ
と
が
一
番
大
事
な
こ
と
で
す
よ
ね
。
事
業
も
や
り
始
め
れ
ば
い
い
ん
だ
と
い
う
こ
と
じ
ゃ
な
く
て
、
初
め
か
ら
皆
さ
ん
が
こ

う
い
う
ふ
う
に
あ
れ
を
も
っ
と
る
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
で
す
ね
、
も
っ
と
る
こ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
事
業
に
で
す
ね
、
慎
重
に
初
め
か
ら
や
ら
な
け
れ

ば
、
今
ち
び
ち
び
ち
び
ち
び
こ
う
し
て
で
す
ね
、
補
正
し
て
上
げ
て
い
く
と
い
う
こ
と
は
で
す
ね
、
非
常
に
感
情
的
に
も
で
す
ね
、
あ
ま
り
よ
く

な
い
と
思
い
ま
す
。
今
、
必
要
な
も
の
だ
か
ら
上
げ
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
町
長
、
そ
の
点
、
答
弁
お
願
い
し
ま
す
。 

議
長
（
横
山
弘
藏
） 

町

長 

町
長
（
山
田
憲
道
） 

松
永
議
員
さ
ん
が
在
職
中
の
新
築
の
部
分
に
つ
い
て
は
で
す
ね
、
そ
う
い
う
と
き
に
は
、
ど
れ
を
ど
う
す
る
ん
だ
と
い
う

こ
と
で
は
っ
き
り
図
面
が
出
来
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
今
度
の
「
藤
松
家
」
の
場
合
に
は
、
二
階
の
分
は
で
す
ね
、
ど
う
し
よ
う
か
と
い
う
こ
と

で
、
当
初
か
ら
こ
の
予
算
の
中
に
は
、
備
品
の
中
に
入
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
そ
う
い
う
中
で
全
部
あ
る
程
度
で
す
ね
、
解
体
し
た
後
に
素

晴
ら
し
い
ラ
ウ
ン
ジ
が
出
来
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
、
設
計
変
更
み
た
い
な
も
の
が
あ
っ
て
で
す
ね
、
そ
の
中
で
テ
ー
ブ
ル
と
か
チ
ェ

ア
ー
で
す
ね
、
そ
う
い
う
の
が
不
足
を
し
た
と
い
う
こ
と
と
、
そ
れ
か
ら
、
あ
の
大
体
、
「
藤
松
家
」
の
方
に
つ
い
て
は
、
約
二
百
万
ぐ
ら
い
で

す
け
ど
、
あ
と
ち
ょ
っ
と
「
近
藤
家
」
と
「
濱
田
家
」
に
つ
い
て
が
で
す
ね
、
冷
蔵
庫
と
掃
除
機
が
な
い
と
い
う
こ
と
、
失
礼
し
ま
し
た
、
洗
濯
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機
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
そ
れ
の
分
を
で
す
ね
、
五
十
万
付
け
加
え
た
と
い
う
こ
と
で
、
変
更
々
々
に
な
っ
て
大
変
申
し
訳
な
い
と
は
思
い
ま

す
が
、
古
民
家
再
生
で
で
す
ね
、
そ
う
い
う
あ
の
、
二
階
の
分
の
あ
の
備
品
な
ん
か
が
で
す
ね
、
当
初
分
か
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
誠
に

申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。 

議
長
（
横
山
弘
藏
） 

松

永

議

員 

九
番
（
松
永
勇
治
） 

「
藤
松
家
」
の
あ
れ
は
後
で
、
後
で
じ
ゃ
な
い
、
こ
れ
は
で
す
ね
、
今
現
在
の
で
す
ね
、
今
補
正
を
し
た
現
在
で
で
す
ね
、

全
体
事
業
費
の
財
源
内
訳
と
そ
れ
か
ら
事
業
内
容
で
す
ね
、
各
い
く
ら
い
く
ら
と
節
で
で
す
ね
、
こ
れ
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

 

そ
れ
と
で
す
ね
、
今
ち
ょ
っ
と
話
が
あ
り
ま
し
た
け
ど
も
、
そ
う
す
る
と
他
の
島
暮
ら
し
体
験
交
流
施
設
事
業
に
つ
い
て
も
今
後
、
備
品
の
補

正
が
あ
る
の
か
ど
う
か
。 

議
長
（
横
山
弘
藏
） 

町

長 

町
長
（
山
田
憲
道
） 

先
程
も
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
二
百
五
十
万
の
中
に
、
五
十
万
が
で
す
ね
、「
近
藤
家
」
と
「
濱
田
家
」、
こ
れ
は
「
松
永
」

は
入
っ
て
ま
せ
ん
の
で
、
そ
の
冷
蔵
庫
と
せ
め
て
洗
濯
機
ぐ
ら
い
は
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
分
を
上
げ
て
お
り
ま
す
。 

 

あ
と
の
分
に
つ
い
て
は
、
二
百
万
は
「
藤
松
家
」
の
関
係
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

議
長
（
横
山
弘
藏
） 

ほ
か
に
質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

（「
答
弁
も
れ
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 

産
業
振
興
課
長
（
熊
脇
一
也
） 

議

長 

議
長
（
横
山
弘
藏
） 

産
業
振
興
課
長 

産
業
振
興
課
長
（
熊
脇
一
也
） 

お
答
え
い
た
し
ま
す
。 

 

財
源
の
内
訳
に
つ
い
て
お
答
え
い
た
し
ま
す
。 

 

全
体
事
業
費
が
七
千
三
百
四
十
三
万
七
千
円
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
に
、
国
庫
補
助
金
が
六
千
百
二
十
六
万
九
千
円
、
起
債
が
三
千
二
百

十
万
円
、
一
般
財
源
が
九
百
六
十
六
万
九
千
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

議
長
（
横
山
弘
藏
） 

ほ
か
に
質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

産
業
振
興
課
長 

産
業
振
興
課
長
（
熊
脇
一
也
） 

大
変
失
礼
を
い
た
し
ま
し
た
。 

 

国
庫
補
助
金
が
三
千
百
六
十
六
万
八
千
円
で
ご
ざ
い
ま
す
。 
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議
長
（
横
山
弘
藏
） 

ほ
か
に
質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

（「
答
弁
も
れ
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 

議
長
（
横
山
弘
藏
） 

し
ば
ら
く
休
憩
し
ま
す
。 

― 

休 

憩 
 
 

午 

後 
 

一 

時 

五
十
三
分 

― 

― 

再 

開 
 
 

午 

後 
 

一 

時 

五
十
九
分 

― 

 

議
長
（
横
山
弘
藏
） 
再
開
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

産
業
振
興
課
長 

産
業
振
興
課
長
（
熊
脇
一
也
） 

お
答
え
い
た
し
ま
す
。 

 

款
・
項
・
目
と
い
う
こ
と
で
し
た
が
、
旅
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
他
の
島
暮
ら
し
体
験
交
流
事
業
と
の
抱
き
合
わ
せ
の
面
か
ら
、
そ
ち
ら
の
ほ

う
で
支
出
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
に
入
っ
て
き
て
お
り
ま
せ
ん
。 

 

こ
れ
で
委
託
料
が
一
千
六
百
六
万
五
千
円
、
工
事
請
負
費
が
五
千
七
百
三
十
七
万
二
千
円
、
以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

（
し
ば
ら
く
間
あ
り
） 

 

大
変
失
礼
し
ま
し
た
。 

 

委
託
料
が
、
一
千
五
百
七
十
五
万
、
十
五
節
の
工
事
請
負
費
が
五
千
九
百
六
十
八
万
七
千
円
で
す
。 

（
し
ば
ら
く
間
あ
り
） 

 

す
い
ま
せ
ん
、
訂
正
し
ま
す
。 

 

工
事
費
が
五
千
七
百
六
十
八
万
七
千
円
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

議
長
（
横
山
弘
藏
） 

ほ
か
に
質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

加

山

議

員 

二
番
（
加
山
雅
徳
） 

基
本
的
な
こ
と
と
い
う
よ
り
も
で
す
ね
、
こ
の
備
品
購
入
の
説
明
の
中
で
、
課
長
が
さ
っ
き
説
明
さ
れ
た
、
ま
ず
「
何
も

な
い
施
設
に
指
定
管
理
は
さ
せ
ら
れ
な
い
。」
っ
て
い
う
こ
と
と
、「
必
要
費
、
必
需
品
と
し
て
捉
え
た
。」
っ
て
い
う
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
で
、

こ
の
古
民
家
再
生
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
で
す
ね
、
二
年
、
も
う
三
年
ぐ
ら
い
な
り
ま
す
か
ね
、
計
画
を
立
て
て
…
。
そ
の
と
き
の
課
長
で
あ
る

吉
元
前
課
長
で
す
ね
、
か
ら
再
三
再
四
、
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
う
い
う
中
で
、
さ
っ
き
町
長
の
答
弁
で
す
り
合
わ
せ
が
よ
く
出
来
て
い
な
か

っ
た
と
い
う
答
弁
も
あ
り
ま
し
た
が
、
基
本
的
に
で
す
ね
、
こ
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
議
会
で
合
意
さ
れ
た
内
容
と
い
う
の
が
で
す
ね
、
あ
く
ま
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で
も
「
運
営
面
に
つ
い
て
は
行
政
は
介
入
し
な
い
。」
と
い
う
基
本
的
な
考
え
方
で
、
私
共
議
会
も
「
じ
ゃ
あ
賛
同
し
ま
し
ょ
う
。」
と
い
う
こ
と

で
ス
タ
ー
ト
し
た
と
思
う
っ
て
す
よ
ね
。
で
、
今
回
こ
の
備
品
関
係
に
つ
い
て
で
す
ね
、
今
言
う
説
明
さ
れ
た
内
容
が
で
す
ね
、
椅
子
と
か
テ
ー

ブ
ル
、
そ
れ
と
か
ソ
フ
ァ
ー
、
座
布
団
、
さ
っ
き
言
い
ま
し
た
カ
ー
テ
ン
、
遮
光
カ
ー
テ
ン
っ
ち
ゅ
う
と
で
す
か
、
ブ
ラ
イ
ン
ド
、
そ
こ
ら
辺
ま

で
で
す
ね
、
入
っ
と
る
わ
け
で
す
ね
。
で
、
こ
れ
は
で
す
ね
、
例
え
ば
テ
ナ
ン
ト
で
も
何
で
も
一
緒
で
し
ょ
う
け
ど
、
民
間
の
場
合
で
す
ね
。
箱

物
は
作
っ
て
、
そ
れ
な
り
の
厨
房
施
設
は
、
ま
あ
そ
れ
は
当
然
で
し
ょ
う
。
し
か
し
そ
の
動
く
も
の
、
備
品
に
つ
い
て
言
え
ば
、
動
く
も
の
で
す

ね
。
当
然
先
程
の
説
明
で
課
長
が
言
わ
れ
た
補
助
が
付
く
や
つ
と
付
か
な
い
や
つ
、
捉
え
方
が
要
す
る
に
動
く
や
つ
に
は
補
助
は
付
か
な
い
と
い

う
こ
と
で
、
今
回
一
般
財
源
を
使
っ
て
備
品
を
購
入
す
る
と
い
う
考
え
、
そ
う
い
う
捉
え
方
か
ら
す
れ
ば
で
す
ね
、
こ
れ
は
完
全
な
る
営
業
、
運

営
す
る
上
に
お
い
て
の
、
営
業
す
る
上
に
お
い
て
の
必
要
必
需
品
、
所
謂
、
商
売
道
具
で
す
た
い
ね
。
だ
か
ら
、
私
は
こ
の
備
品
に
つ
い
て
は
で

す
ね
、
運
営
費
に
あ
た
る
と
、
こ
の
備
品
は
で
す
ね
。
そ
う
い
う
考
え
で
す
が
、
課
長
若
し
く
は
町
長
、
ど
っ
ち
で
も
結
構
で
す
の
で
答
弁
を
お

願
い
し
ま
す
。 

議
長
（
横
山
弘
藏
） 

町

長 

町
長
（
山
田
憲
道
） 

今
ま
で
の
経
過
と
い
い
ま
す
か
、
交
流
セ
ン
タ
ー
、
そ
れ
か
ら
野
崎
の
自
然
学
塾
村
で
も
一
緒
で
す
が
、
当
然
、
皿
と
か

茶
碗
と
か
色
々
の
分
に
つ
い
て
は
、
個
人
で
会
社
が
買
っ
て
も
ら
う
と
。
だ
け
ど
、
厨
房
の
そ
の
取
り
付
け
の
で
す
ね
、
棚
と
か
、
そ
れ
か
ら
洗

い
場
で
す
ね
、
洗
い
場
が
六
つ
か
七
つ
か
あ
り
ま
す
が
、
そ
う
い
う
備
え
付
け
の
分
に
つ
い
て
は
、
補
助
対
象
と
い
う
こ
と
で
今
ま
で
が
き
て
い

る
わ
け
で
す
ね
。 

 

だ
け
ど
、
二
階
の
で
す
ね
、
チ
ェ
ア
ー
、
椅
子
、
机
と
椅
子
は
固
定
に
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
そ
う
い
う
や
り
方
で
考
え
て
い
る
わ
け
で
す

が
、
今
ま
で
の
従
来
の
考
え
方
と
そ
う
い
う
ふ
う
に
さ
ほ
ど
で
す
ね
、
私
は
変
わ
ら
な
い
と
い
う
ふ
う
に
は
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

議
長
（
横
山
弘
藏
） 

加

山

議

員 

二
番
（
加
山
雅
徳
） 

町
長
の
答
弁
を
聞
く
と
で
す
ね
、「
従
来
と
そ
れ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
。」
と
い
う
答
弁
や
っ
た
で
す
が
、
実
際
あ
の
例
え
ば

三
セ
ク
、
第
三
セ
ク
タ
ー
等
々
で
や
る
ん
な
ら
、
こ
れ
は
も
う
当
然
の
こ
と
で
す
よ
。
し
か
し
今
回
で
す
ね
、
こ
の
古
民
家
に
つ
い
て
は
議
会
に

対
し
て
も
う
前
提
条
件
が
あ
る
わ
け
で
す
ね
。「
運
営
費
に
つ
い
て
は
一
切
介
入
し
な
い
。
」
と
。
運
営
面
に
つ
い
て
は
で
す
ね
。
だ
か
ら
そ
こ
の

こ
の
備
品
の
捉
え
方
が
で
す
ね
、
全
議
員
さ
ん
ど
う
捉
え
方
し
と
る
か
知
り
ま
せ
ん
が
、
少
な
く
と
も
で
す
ね
、
そ
の
借
主
の
主
観
に
よ
っ
て
違

う
と
思
う
っ
て
す
よ
ね
。
例
え
ば
、
椅
子
と
か
ソ
フ
ァ
ー
と
か
座
布
団
と
か
、
次
の
借
主
が
で
す
よ
、「
い
や
こ
れ
は
要
ら
ん
ば
い
。」
と
、
そ
の
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主
観
に
よ
っ
て
変
わ
る
わ
け
で
す
よ
。
だ
か
ら
、
そ
う
い
う
品
物
に
つ
い
て
は
、
そ
の
借
主
で
あ
る
そ
の
会
社
が
で
す
ね
、
当
然
負
担
す
べ
き
。

だ
か
ら
、
そ
う
い
う
捉
え
方
を
、
私
は
そ
う
い
う
捉
え
方
を
し
と
る
わ
け
で
す
ね
。
一
般
的
に
そ
う
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
よ
、
こ
れ
。 

 
だ
か
ら
、
そ
こ
ら
辺
は
き
ち
っ
と
線
引
き
し
と
か
ん
と
ず
る
ず
る
っ
て
言
わ
ん
で
す
け
ど
、
や
は
り
議
会
と
し
て
も
、
議
会
に
約
束
し
た
わ
け

で
す
か
ら
、「
運
営
面
に
つ
い
て
は
一
切
介
入
し
な
い
。」
と
。
そ
こ
ら
辺
の
一
つ
の
線
引
き
と
い
い
ま
す
か
、
そ
こ
ら
辺
を
も
一
回
説
明
を
お
願

い
し
ま
す
。 

議
長
（
横
山
弘
藏
） 

町

長 

町
長
（
山
田
憲
道
） 
座
布
団
と
か
何
と
か
と
先
程
言
い
ま
し
た
が
、
座
布
団
な
ん
か
は
こ
れ
需
用
費
で
す
よ
ね
。
と
い
う
こ
と
は
、
会
社
が
買

う
ん
で
す
よ
ね
。
だ
か
ら
こ
の
中
に
は
座
布
団
は
入
っ
て
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
補
助
金
の
中
で
や
れ
る
分
は
買
っ
た
ん
で
す
が
、
そ
れ
よ
り
も

ま
だ
当
然
、
製
氷
機
が
で
す
ね
、
製
氷
機
に
な
る
の
か
冷
凍
庫
な
の
か
冷
蔵
庫
な
の
か
、
は
っ
き
り
私
も
分
か
り
ま
せ
ん
が
そ
う
い
う
備
品
だ
け

を
今
回
購
入
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
座
布
団
と
か
色
々
の
消
耗
品
に
な
る
よ
う
な
分
に
つ
い
て
は
、
会
社
が
で
す
ね
、
今
「
松
永
」
の
方
で
は
自

分
達
で
揃
え
て
、
当
然
あ
の
布
団
を
何
組
か
と
い
う
ふ
う
に
会
社
の
方
で
買
っ
て
ま
す
の
で
、
あ
く
ま
で
も
備
品
の
分
だ
け
を
補
助
金
を
出
す
と

い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
そ
の
点
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た
い
と
思
っ
と
り
ま
す
。 

議
長
（
横
山
弘
藏
） 

加

山

議

員 

二
番
（
加
山
雅
徳
） 

じ
ゃ
あ
、
そ
こ
ま
で
言
う
な
ら
で
す
ね
、
課
長
に
備
品
の
内
訳
を
全
部
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。 

議
長
（
横
山
弘
藏
） 

産
業
振
興
課
長 

産
業
振
興
課
長
（
熊
脇
一
也
） 

お
答
え
い
た
し
ま
す
。 

 

ま
ず
一
階
部
分
で
す
け
ど
も
、
こ
れ
は
サ
ロ
ン
風
と
い
い
ま
す
か
、
そ
う
い
う
ふ
う
な
捉
え
方
を
し
て
お
り
ま
し
て
、
ま
ず
チ
ェ
ア
ー
、
椅
子

で
す
ね
、
椅
子
と
テ
ー
ブ
ル
、
そ
れ
か
ら
一
人
掛
け
・
二
人
掛
け
の
ソ
フ
ァ
ー
、
そ
れ
か
ら
ロ
ー
テ
ー
ブ
ル
、
低
い
テ
ー
ブ
ル
で
す
ね
、
そ
れ
か

ら
ス
ツ
ー
ル
、
こ
れ
が
低
い
ほ
う
と
高
い
ほ
う
、
こ
れ
は
背
も
た
れ
と
か
肘
を
置
く
と
こ
ろ
と
か
が
な
い
椅
子
で
す
。
そ
れ
と
か
、
こ
れ
が
大
体

一
階
部
分
で
す
ね
。 

 

二
階
部
分
が
、
一
人
掛
け
・
二
人
掛
け
の
ソ
フ
ァ
ー
、
そ
れ
か
ら
椅
子
、
そ
れ
か
ら
ロ
ー
テ
ー
ブ
ル
、
そ
れ
と
座
卓
で
す
ね
、
そ
れ
と
備
え
付

け
の
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
仕
上
げ
と
い
い
ま
す
か
、
古
い
古
民
家
あ
た
り
に
あ
る
箪
笥
と
テ
ー
ブ
ル
、
そ
う
い
っ
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

議
長
（
横
山
弘
藏
） 

加

山

議

員 
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二
番
（
加
山
雅
徳
） 

こ
の
備
品
に
つ
き
ま
し
て
は
で
す
ね
、
町
長
の
気
持
ち
は
分
か
ら
ん
で
も
な
い
ん
で
す
が
ね
、
た
だ
…
。 

 
当
初
、
さ
っ
き
か
ら
何
回
も
言
う
よ
う
に
で
す
ね
、
こ
の
今
の
備
品
関
係
が
で
す
ね
、
要
す
る
に
会
社
が
で
す
ね
、
運
営
し
て
い
く
、
経
営
し

て
い
く
中
の
運
営
費
に
私
は
当
た
る
と
思
う
っ
て
す
よ
。
だ
か
ら
、
こ
れ
に
は
で
す
ね
、
そ
の
会
社
も
き
つ
い
で
し
ょ
う
が
自
費
で
や
っ
て
い
た

だ
く
っ
て
い
う
の
が
、
普
通
の
考
え
方
と
思
う
っ
て
す
よ
ね
、
民
間
で
言
え
ば
で
す
ね
。 

 

そ
り
ゃ
あ
町
長
も
腹
ん
中
、
私
も
察
し
ま
す
が
、
そ
い
と
こ
い
と
は
別
と
し
て
で
す
ね
、
や
は
り
そ
こ
は
民
間
会
社
に
も
少
し
ご
苦
労
し
て
い

た
だ
い
て
で
す
た
い
。
ま
あ
税
金
を
投
入
す
る
わ
け
で
す
か
ら
…
で
す
ね
。 

 

そ
こ
は
で
す
ね
、
今
回
こ
の
二
百
五
十
万
、
「
は
ま
だ
・
こ
ん
ど
う
邸
」
も
入
れ
れ
ば
ど
の
ぐ
ら
い
に
な
る
か
知
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
に
対
し

て
一
般
財
源
を
使
う
っ
ち
ゅ
う
の
は
で
す
ね
、
私
個
人
的
に
は
非
常
に
抵
抗
あ
り
ま
す
、
こ
れ
は
。
民
間
の
人
か
ら
見
て
も
で
す
ね
、
町
民
か
ら

見
て
も
、
お
そ
ら
く
そ
れ
は
「
そ
う
い
う
備
品
に
つ
い
て
は
、
そ
の
会
社
が
用
意
せ
ね
た
い
。
」
と
言
う
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
私
は
思
い
ま
す
け

ど
、
ど
が
ん
で
す
か
。 

議
長
（
横
山
弘
藏
） 

町

長 

町
長
（
山
田
憲
道
） 

町
民
が
ど
う
い
う
ふ
う
に
ご
判
断
す
る
か
と
い
う
の
は
、
な
か
な
か
難
し
い
と
は
思
い
ま
す
が
、
議
員
の
皆
様
が
「
や
っ

ぱ
り
こ
れ
は
備
品
で
す
よ
。」
と
言
え
ば
町
民
は
「
あ
あ
そ
う
か
。」
と
い
う
ふ
う
に
私
は
ま
ず
言
う
だ
ろ
う
と
。
だ
か
ら
、
加
山
議
員
の
指
導
を

で
す
ね
、
是
非
お
願
い
し
た
い
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
と
り
ま
す
。 

 

た
だ
あ
の
先
程
か
ら
申
し
上
げ
ま
し
た
と
お
り
、
野
崎
、
そ
れ
か
ら
教
育
委
員
会
の
交
流
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
で
す
ね
、
あ
る
程
度
揃
え
て
、

そ
れ
を
指
定
管
理
に
し
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
も
ん
で
す
か
ら
、
こ
の
部
分
ま
で
は
で
す
ね
、
許
容
範
囲
の
中
に
入
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
ふ

う
に
私
は
考
え
て
出
し
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

議
長
（
横
山
弘
藏
） 

ほ
か
に
質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

加

山

議

員 

二
番
（
加
山
雅
徳
） 

今
の
で
す
ね
、「
指
定
管
理
」
っ
ち
ゅ
う
の
を
町
長
答
弁
さ
れ
ま
し
た
が
、「
指
定
管
理
」
と
は
別
の
話
で
す
よ
、
こ
れ
は
。

「
指
定
管
理
に
し
た
か
ら
そ
こ
ま
で
し
て
や
ら
に
ゃ
い
か
ん
。
」
て
い
う
言
い
方
で
し
た
が
、
そ
の
「
指
定
管
理
」
と
は
別
に
で
す
ね
、
私
共
議

会
と
約
束
し
た
と
こ
ろ
を
言
っ
と
る
わ
け
で
…
。
こ
の
今
の
備
品
が
運
営
面
の
補
助
に
当
た
る
か
当
た
ら
ん
の
か
っ
ち
ゅ
う
と
を
聞
き
た
か
っ
て

す
よ
。
で
、
町
長
は
、「
そ
う
加
山
議
員
が
言
え
ば
町
民
も
備
品
と
認
め
る
。」
み
た
い
な
言
い
方
し
た
け
ん
で
す
ね
。
じ
ゃ
な
く
し
て
、
一
般
論

と
し
て
こ
れ
が
本
当
に
運
営
面
の
補
助
に
当
た
ら
な
い
の
か
ど
う
か
っ
ち
ゅ
う
と
を
聞
い
と
る
わ
け
で
す
。 
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答
弁
を
お
願
い
し
ま
す
。 

議
長
（
横
山
弘
藏
） 

町

長 
町
長
（
山
田
憲
道
） 

「
松
永
家
」
に
つ
い
て
、
色
々
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
ら
分
か
る
ん
で
す
が
、
た
だ
、「
藤
松
家
」
、
そ
れ
か
ら
「
近
藤
家
」、

そ
れ
か
ら
「
濱
田
家
」
に
つ
い
て
は
で
す
ね
、
あ
る
程
度
、
も
う
結
構
で
す
ね
、
会
社
の
方
も
金
は
使
っ
て
る
ん
で
す
よ
ね
。
で
、
確
か
に
「
甘

や
か
し
て
い
る
。
」
と
い
う
ふ
う
に
言
わ
れ
れ
ば
そ
れ
ま
で
で
す
が
、
た
だ
お
互
い
で
す
ね
、
こ
の
事
業
は
成
功
さ
せ
ね
ば
い
け
な
い
と
い
う
ふ

う
に
私
は
考
え
て
お
り
ま
す
し
、
で
、
世
界
遺
産
の
観
点
で
で
す
ね
、
今
あ
の
「
藤
松
家
・
松
永
」、
そ
れ
か
ら
「
近
藤
・
濱
田
」
と
い
う
の
は
、

新
聞
テ
レ
ビ
等
で
大
き
く
報
道
さ
れ
て
も
お
り
ま
す
し
、
あ
る
程
度
は
一
〇
〇
％
は
出
来
ま
せ
ん
け
ど
、
八
〇
％
ぐ
ら
い
ま
で
は
町
の
方
が
揃
え

て
で
も
私
は
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
、
今
回
上
げ
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
で
す
ね
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。 

二
番
（
加
山
雅
徳
） 

議
長
、
休
憩
を
お
願
い
し
ま
す
。 

議
長
（
横
山
弘
藏
） 

し
ば
ら
く
休
憩
し
ま
す
。 

― 

休 

憩 
 
 

午 

後 
 

二 

時 
 

十
六
分 

― 

― 

再 

開 
 
 

午 

後 
 

二 

時 

二
十
六
分 

― 

 

議
長
（
横
山
弘
藏
） 

再
開
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

町

長 

町
長
（
山
田
憲
道
） 

お
答
え
い
た
し
ま
す
。 

 

備
品
分
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
藤
松
家
」
だ
け
で
な
く
「
近
藤
家
」、
そ
れ
か
ら
「
濱
田
家
」
の
備
品
も
あ
り
ま
す
。 

 

今
後
、
色
々
の
分
に
つ
い
て
は
で
す
ね
、
町
の
方
で
は
出
さ
な
い
と
。
後
は
、
会
社
の
方
で
ち
ゃ
ん
と
で
す
ね
、
管
理
を
、
自
立
で
す
ね
、
で

き
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
、
そ
う
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

議
長
（
横
山
弘
藏
） 

ほ
か
に
質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

立

石

議

員 

八
番
（
立
石
隆
教
） 

こ
れ
に
関
連
し
て
確
認
を
し
て
お
き
ま
す
が
、
こ
れ
は
指
定
管
理
を
し
ま
す
の
で
…
。 

 

野
崎
の
自
然
学
塾
村
に
お
け
る
と
こ
ろ
の
、
テ
ー
ブ
ル
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
ベ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
ロ
ー
テ
ー
ブ
ル

も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
は
、
町
が
整
備
し
て
い
ま
す
か
、
そ
れ
と
も
指
定
管
理
を
受
け
た
人
間
が
や
っ
て
ま
す
か
。 
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議
長
（
横
山
弘
藏
） 

町

長 
町
長
（
山
田
憲
道
） 

町
の
方
で
整
備
し
た
と
い
う
ふ
う
に
記
憶
い
た
し
て
お
り
ま
す
。 

議
長
（
横
山
弘
藏
） 

立

石

議

員 

八
番
（
立
石
隆
教
） 

今
回
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
が
運
営
費
に
当
た
る
の
か
、
そ
れ
か
ら
基
本
的
な
、
所
謂
、
指
定
管
理
の
や
り
方
の
従

来
や
っ
て
き
た
や
り
方
の
中
の
範
疇
に
は
い
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
が
基
準
だ
と
、
争
点
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

「
運
営
費
の
補
助
は
出
さ
な
い
。
」
と
い
う
方
針
で
、
一
応
町
長
や
っ
て
き
て
ま
す
の
で
、
こ
れ
が
運
営
費
に
当
た
ら
な
い
、
所
謂
、
指
定
管

理
の
た
め
の
町
と
し
て
最
低
限
整
備
す
べ
き
内
容
だ
と
い
う
の
が
、
こ
う
い
う
形
で
出
て
き
た
ん
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。 

 

明
確
に
他
の
従
来
や
っ
て
き
た
や
り
方
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
、
今
回
の
場
合
も
「
チ
ェ
ア
ー
と
か
テ
ー
ブ
ル
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
整
備

を
し
ま
す
。」
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
「
納
得
で
き
る
こ
と
だ
な
あ
。」
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

で
、
基
準
は
実
は
町
長
だ
け
が
決
め
る
の
で
は
な
く
て
、
議
会
で
も
決
め
ら
れ
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
当
然
、
議
会
と
す
れ
ば
、
「
こ
れ
は
認

め
ら
れ
な
い
。
」
と
い
う
も
の
に
つ
い
て
は
、
「
そ
れ
は
運
営
費
の
範
疇
だ
ね
。
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
や
っ
て
い
っ
て
い
い
も
の
だ
ろ
う
と
い

う
ふ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
で
す
ね
、
先
程
説
明
し
て
い
た
だ
い
た
中
に
チ
ェ
ア
ー
と
か
テ
ー
ブ
ル
は
、
こ
れ
は
自
然
学
塾
の
あ
の
や
り
方
か

ら
考
え
れ
ば
「
町
で
整
備
す
る
と
い
う
の
は
整
備
の
範
囲
内
だ
ろ
う
。
」
と
い
う
ふ
う
に
私
は
思
い
ま
す
が
、
こ
の
中
に
で
す
ね
、
ソ
フ
ァ
ー
と

か
で
す
ね
、
そ
れ
か
ら
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
の
箪
笥
と
か
と
い
う
の
が
出
て
き
て
お
り
ま
す
。
「
こ
れ
ら
は
果
た
し
て
町
が
整
備
を
す
べ
き
内
容
の
も

の
で
あ
る
だ
ろ
う
か
。」
っ
て
い
う
の
は
、
若
干
、
私
は
疑
問
を
持
っ
て
い
る
ん
で
す
が
、
こ
の
辺
に
つ
い
て
は
、「
こ
れ
も
一
緒
に
整
備
し
よ
う
。」

と
い
う
ふ
う
に
考
え
た
理
由
を
お
尋
ね
し
ま
す
。 

議
長
（
横
山
弘
藏
） 

産
業
振
興
課
長 

産
業
振
興
課
長
（
熊
脇
一
也
） 

お
答
え
い
た
し
ま
す
。 

 

立
石
議
員
さ
ん
が
、
今
ソ
フ
ァ
ー
の
件
で
ご
質
問
で
す
け
ど
も
、
先
程
も
ち
ょ
っ
と
触
れ
ま
し
た
が
、
一
階
部
分
は
サ
ロ
ン
的
な
模
様
と
、
で
、

二
階
を
も
う
少
し
優
雅
と
い
い
ま
す
か
、
重
厚
な
ラ
ウ
ン
ジ
の
よ
う
な
方
向
で
、
こ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
と
い
う
も
の
を
設
定
し
た
い
と
い
う
こ
と
も

ご
ざ
い
ま
し
て
、
た
だ
単
に
そ
の
食
事
を
す
る
テ
ー
ブ
ル
・
椅
子
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
で
す
ね
、
そ
れ
を
待
っ
て
る
時
間
と
か
、
ま
た
外
を
眺
め
る

時
間
と
か
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
で
で
す
ね
、
少
し
余
裕
を
持
て
る
よ
う
な
物
を
入
れ
て
も
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
た
も
ん
で
す

か
ら
、
こ
う
い
う
こ
と
に
と
ら
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 
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議
長
（
横
山
弘
藏
） 

立

石

議

員 
八
番
（
立
石
隆
教
） 

そ
の
待
つ
人
へ
の
配
慮
と
か
、
景
色
を
少
し
眺
め
て
っ
て
い
う
の
は
、
こ
れ
を
運
営
す
る
側
の
会
社
が
考
え
る
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
即
ち
、
そ
の
よ
う
な
タ
イ
プ
の
も
の
ま
で
配
慮
し
て
作
る
と
い
う
の
が
果
た
し
て
町
と
し
て
、
先
程
の
整
備
基
準
を
オ
ー
バ
ー

す
る
の
か
し
な
い
の
か
と
い
う
と
こ
ろ
に
私
は
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
い
う
ふ
う
に
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
今
の
よ
う
な
ソ
フ

ァ
ー
と
か
ラ
ウ
ン
ジ
の
考
え
方
が
あ
っ
て
、
当
初
か
ら
こ
れ
は
町
と
し
て
整
備
す
べ
き
と
考
え
て
い
た
ん
で
す
か
。 

議
長
（
横
山
弘
藏
） 

町

長 

町
長
（
山
田
憲
道
） 
夜
景
と
か
風
景
を
見
な
が
ら
飲
む
っ
て
い
う
の
は
、
確
か
に
ア
レ
ッ
ク
ス
・
カ
ー
さ
ん
と
の
話
で
言
わ
れ
た
ん
で
す
が
、

待
ち
時
間
の
椅
子
で
は
な
く
て
、「
こ
っ
ち
で
食
事
を
し
て
、
食
事
を
す
る
な
ら
今
度
は
こ
っ
ち
の
ほ
う
で
ワ
イ
ン
で
も
飲
み
な
が
ら
夜
景
を
見

な
が
ら
楽
し
も
う
。」
と
い
う
こ
と
で
、
最
初
は
そ
の
机
だ
と
私
は
考
え
て
お
り
ま
す
。 

議
長
（
横
山
弘
藏
） 

ほ
か
に
質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

立

石

議

員 

八
番
（
立
石
隆
教
） 

そ
の
辺
の
と
こ
ろ
が
ソ
フ
ァ
ー
の
方
が
安
い
と
は
決
し
て
思
っ
て
な
く
て
、
高
い
ん
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
て
、
そ
れ
普

通
の
椅
子
で
も
よ
か
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
。「
こ
の
普
通
の
椅
子
で
は
、
う
ち
の
経
営
方
針
に
は
合
い
ま
せ
ん
。」
っ
つ
っ
た
ら
、
そ
の
会
社
が

買
い
替
え
れ
ば
い
い
こ
と
だ
と
私
は
思
う
ん
で
す
が
、
そ
の
辺
の
と
こ
ろ
が
ソ
フ
ァ
ー
が
必
要
な
の
か
な
と
い
う
の
は
一
つ
思
い
ま
す
。
そ
り
ゃ
、

会
社
側
は
必
要
な
ん
で
し
ょ
、
町
が
整
備
す
る
の
に
必
要
か
な
と
い
う
の
は
思
い
ま
す
。 

 

あ
の
も
う
一
つ
聞
き
ま
し
た
が
、
答
え
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
せ
ん
。
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
の
箪
笥
と
い
う
の
は
、
ど
う
な
ん
で
す
か
ね
。 

議
長
（
横
山
弘
藏
） 

産
業
振
興
課
長 

産
業
振
興
課
長
（
熊
脇
一
也
） 

お
答
え
い
た
し
ま
す
。 

 

ア
ン
テ
ィ
ー
ク
仕
上
げ
と
い
う
の
を
上
げ
て
お
り
ま
す
の
は
、
今
の
レ
ス
ト
ラ
ン
の
出
来
上
が
り
の
天
井
に
し
ま
し
て
も
、
壁
に
し
ま
し
て
も
、

何
と
い
い
ま
す
か
、
古
風
な
と
い
い
ま
す
か
、
そ
う
い
う
感
じ
で
出
来
上
が
っ
て
き
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
に
合
う
よ
う
な
と
い
い
ま
す
か
、

そ
こ
の
店
で
買
っ
て
き
た
今
流
行
の
箪
笥
と
か
よ
り
は
で
す
ね
、
そ
う
い
っ
た
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
仕
上
げ
の
方
が
実
際
似
合
う
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い

う
よ
う
な
こ
と
で
、
上
げ
さ
せ
て
も
ら
っ
て
お
り
ま
す
。 

議
長
（
横
山
弘
藏
） 

立

石

議

員 

八
番
（
立
石
隆
教
） 

え
っ
と
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
と
い
う
の
は
、
設
計
当
初
と
い
い
ま
す
か
、
最
初
か
ら
考
え
た
と
き
に
、
こ
こ
に
こ
う
い
う
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そ
う
い
う
ふ
う
な
箪
笥
等
と
い
う
か
、
物
を
入
れ
る
と
こ
ろ
が
必
要
だ
と
か
っ
て
い
う
よ
う
な
こ
と
が
設
計
段
階
で
分
か
っ
て
て
、
或
い
は
そ
う

い
う
ふ
う
な
も
の
が
漠
然
で
で
も
必
要
だ
な
と
い
う
の
が
分
か
っ
て
れ
ば
、
当
初
の
計
画
の
中
に
入
る
べ
き
問
題
で
は
な
い
の
か
と
い
う
ふ
う
に

思
う
ん
で
す
ね
。
で
、
指
定
管
理
者
が
そ
の
箪
笥
が
、
例
え
ば
真
新
し
い
も
の
を
入
れ
て
た
と
し
ま
す
。
町
が
ね
。
そ
う
す
る
と
、
「
こ
れ
は
合

わ
な
い
。」
っ
つ
っ
た
ら
、
そ
こ
が
自
分
の
お
金
で
買
い
替
え
れ
ば
い
い
ん
で
す
ね
。
で
も
、
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
か
ら
い
っ
て
、「
そ
の
箪
笥
等
は

そ
こ
に
有
っ
た
方
が
い
い
ね
。」
と
い
う
な
ら
、
当
初
の
計
画
に
入
れ
て
る
べ
き
問
題
だ
と
思
う
ん
で
す
が
、
そ
の
辺
は
ど
う
だ
っ
た
ん
で
す
か
。

例
え
ば
、
計
画
で
は
そ
う
し
よ
う
と
考
え
て
た
け
ど
も
、
さ
っ
き
の
町
長
の
説
明
の
中
に
も
結
構
、
古
民
家
で
費
用
が
圧
し
て
き
て
る
と
い
う
よ

う
な
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
で
外
側
に
出
て
き
た
問
題
で
も
あ
る
ん
で
す
か
。
そ
れ
は
ど
う
な
ん
で
し
ょ
う
。 

議
長
（
横
山
弘
藏
） 
町

長 

町
長
（
山
田
憲
道
） 

ち
ょ
っ
と
私
の
記
憶
で
は
、
箪
笥
と
い
う
こ
と
じ
ゃ
な
く
て
ワ
イ
ン
グ
ラ
ス
を
並
べ
て
、
そ
し
て
椅
子
に
座
り
な
が
ら
そ

の
海
岸
線
の
で
す
ね
、
色
々
風
景
を
見
な
が
ら
、
ゆ
た
っ
と
飲
め
る
よ
う
な
雰
囲
気
を
作
ろ
う
と
い
う
こ
と
は
聞
い
た
わ
け
で
す
が
、
私
は
そ
う

い
う
ふ
う
に
理
解
い
た
し
て
お
り
ま
す
。 

議
長
（
横
山
弘
藏
） 

ほ
か
に
質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

（「
質
疑
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 

議
長
（
横
山
弘
藏
） 

質
疑
な
し
と
認
め
ま
す
。 

 

こ
れ
で
質
疑
を
終
わ
り
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
討
論
を
行
い
ま
す
。 

 

討
論
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

（「
討
論
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 

議
長
（
横
山
弘
藏
） 

討
論
な
し
と
認
め
ま
す
。 

 

こ
れ
で
討
論
を
終
わ
り
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
、
議
案
第
五
〇
号
、
平
成
二
十
二
年
度
小
値
賀
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）
に
つ
い
て
を
採
決
し
ま
す
。 

 

お
は
か
り
し
ま
す
。 

 

本
件
は
、
原
案
の
と
お
り
決
定
す
る
こ
と
に
ご
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。 
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（「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 

議
長
（
横
山
弘
藏
） 

異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。 

 
し
た
が
っ
て
、
議
案
第
五
〇
号
、
平
成
二
十
二
年
度
小
値
賀
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）
に
つ
い
て
は
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。 

 

し
ば
ら
く
休
憩
し
ま
す
。 

― 

休 

憩 
 
 

午 

後 
 

二 

時 

三
十
七
分 

― 

― 

再 

開 
 
 

午 

後 
 

二 

時 

三
十
八
分 

― 

（
小
辻
隆
治
郎
議
員
入
場
） 

議
長
（
横
山
弘
藏
） 

再
開
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

以
上
で
、
本
臨
時
会
に
付
議
さ
れ
た
案
件
の
審
議
は
、
全
部
終
了
い
た
し
ま
し
た
。 

 

こ
れ
で
、
平
成
二
十
二
年
小
値
賀
町
議
会
第
三
回
臨
時
会
を
閉
会
い
た
し
ま
す
。 

 

― 

午 

後 
 
 

二 

時 

三
十
八
分 

 

閉 

会 

―  


